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［生徒の変容と身についた力］ 

 

・病院内においての仕上材の使い分けやダムの地下の温度変化な 

ど、これまで講話などで聞いていた話が実際に利用されていた 

り体感することができ、より学習意欲の高揚に繋がった。 

 

・情熱を持って仕事に取り 

組む建設作業員の姿を目 

の当たりにし、自分の進 

路についてより 具体的 

に考えるようになった。 

 

・見学しながらの説明だっ 

たので、より積極的に質 

問出来ていた。 

 

８月２４日（金）に、建築科建築コースと建築設備コースの 
２年生が、現場見学を行いました。午前中は建設中の加茂病院 
の工事現場の見学で、クレーンなどの重機を用いて作業を行っ 
ている様子を見ることが出来ました。 
～生徒の感想（スキルアップシートより）～ 
「工事現場ではヘルメットの色にも意味があることを知った」 
「クレーンなどの作業にも資格が欠かせないことが分かった」 
「病室の配置などは医者の方の意見も取り入れている」 
「病室によって仕上材の種類を変えていることを知った」 

建築科が現場見学に行ってきました！ 

午後は三条市にある大谷ダムを見学しました。新潟初の 
ロックフィルダムという構造で、ダムの持つ役割等も含 
め詳しく説明していただきました。また、監査廊と呼ば 
れるダム内部にある管理用通路を見学することが出来ま 
した。 
～生徒の感想（スキルアップシートより）～ 
「災害時におけるダムの大切さが分かった」 
「ダムにもいろいろな形状があることを知った」 
「地中熱の講話で聞いた通り、ダムの地下は涼しかった」 

様々な発見が 
あったよ！！ 


